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明 と清 に派 遣 され る使 節 団 を通 して 中国 の先進文物を

常 に吸 収 し、17世 紀 か らは こ の よ う な使節団が中国に

伝来
・
流布 され た天 主教 と 酋 洋 文物 及 び漢訳 学術書を

朝鮮 に も た ら し、そ の よ う な新 しい 思 想と 知識 を 背景

に朝鮮 の 実 学 が 成 立 した の で あ る。

　一
ツ∫、李朝 時 代 に は 多 様 な 形 式を 通 して 文 物が 日本

に 伝え られ た 。 囗本に は す で に 室町 時代か ら大蔵経を

は じめ 仏像
・
仏画 ・梵 鐘 ・水 墨 画 ・高麗茶碗 な どが も

た ら され、室 町時代
・江 戸 時 代 の 朝 鮮 通 信 使 が 直接 日

本に 文物を もた ら し、文 禄
・慶 長 の 役 を通 して 朝鮮 か

ら印刷術 ・陶磁器 の 製作技術 が 凵本 に伝 え られ た。

3．東 ア ジア に おけ る朝鮮の 文明的位相

（1＞ 朝鮮は 東ア ジ ア 世 界 に お い て 早 くか ら文 明社 会 を

築き．i二げ、文明の 伝達者 の 役割 を も担 っ た 。 時 代 が 下

が る に っ れて 農耕文化 に 基 づ く 文治社 会 に な り、中 国

と同じよ うに 文化主 義 を志向 した 。 そ の た め に中国 の

漢文 明 に 近寄 り過 ぎた し、1・」化 され た と い う見 方 もで

き るが、高い 文明 社会で あ っ た こ とは 確 か で あ る。前

近代 に お い て、朝鮮 は 常 に H 本 な ど に文 化 を伝 え、文

化を輸 出す る と い う面 か ら い え ば、東 ア ジ アで は 中国

以 外の 唯
』
の 文 化 輸 出国 で あ った と 言 え る。

  　朝鮮半島の 地 政 学的環 境 で あ る。国 際関係論か ら

み る と、削近代 にお い て 朝鮮
’
卜島の 周 辺 は 農耕．文化 に

基盤 を置く強大 な中国、そ の 北 方 の 遊 牧 ・狩猟 民族、

目本 とい う海洋勢力 が 存在 し、朝 鮮 半 島は こ れ ら複数

の 勢力 の 争奪 の 対象に な りや す か った。と こ ろ が 国 際

貿易、文化交流史と い う側面 か らみ る と、朝鮮半島は

そ の 地政学的 な環境 に よ る ダ イナ ミ ッ ク 性 も 目立 っ 。

新羅 の 清海鎮大使張保皐の 黄海
・
東 シ ナ 海 に お け る海

ヒ貿易、Jシ ル バ ー・ロ
ーバーと い う 言 葉 に 代表 さ れ

る李朝時代 の 中国と 凵 本 との 間の 仲介 貿易 な どが こ の

よ う な事実をよ く物語 る。

〔3） 朝鮮民 族は 歴史 ［：に お い て 独自の 民族 言 語 を 発展

させ 、ハ ン グル とい う文字を 創造 し、自己 の 民族 国 家

を維持 して きた。宗教 に お い て も、仏教、儒教 と 同時

に 民 族 の 心 性 に深 く根ざ した 巫 俗 （シ ャ
ーマ ニ ズ ム ）

が 存在 しっ づ け て い た。朝鮮は 文明を 構成す る諸要素

に お い て 明 らか に そ の独 自性 を備 えて い た の で あ る。

　 以 上の よ う に 考え る と、周辺文明と い う視点 か ら朝

鮮の 文 明 を捉え、東 ア ジ ア に お ける朝鮮 の 独 自の 文 明

的 位相 を認め る必 要 は 確か に ある と考え られ る。

1940年代北朝鮮に お け る漢字音表記の 改革に つ い て

　　　　　　頭音法則廃棄 をめ ぐる政策展開過程
一

熊 谷 明 泰 （関西大学）

1．漢字語に お け る頭音法則 とは

　半 世紀 を越 え る分 断 の も とで 牛 じた 南北 間 の 言 語 異

質化 問題 の 中で、注 目 され て き た 問 題 点 の
．
っ が 北朝

鮮 に お け る 漢 字 諮 の 頭 音 法 則 廃棄で あ る。この 頭 音法

則 とは、漢字 語 頭 音／r／が 半 母 音／i／を伴 う二 重母

音 と単 母 音／ i／ の 前で 消 失 し、／ a ／、／ e ／、／ u ／

な ど
一

部 の 単 母 音 の 前 で ／n ／音 に 変 わ り、さ ら に 漢

字語 頭 音 ／ n ／ は、
’
卜母音 ／j／ を 伴 う二 重 母 音 と 単母

音／1／ の前で 消失す る音韻現象を い う 。

　韓国 の言語規範 は こ の 頭音法則 が 適 用 され た 伝統 的

な方式を守 っ て お り、た と えば 1李 」 を その 本音 で あ

る ：リ 1で は なく ：イ］、「労働」 を ：ロ ドン ］ で は な

く 一ノ ド ン ］、汝 性」 を ［ニ ョ ソ ン］ で は な く ［ヨ ソ

ン

ー
と ハ ン グ ル 表記 し、その 通 り発音 して い る 。

．一
方、

北朝鮮 で は こ の頭音法則を廃棄 し、漢 字語 原 音 通 り に

「李」 を ［り］、「労働 」 を ［ロ ド ン ニ と 表記 し、そ の

通 り発音 して い る 。 以 下、こ の 北 朝鮮 で の 頭 音 法 則 廃
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棄の 実施時期に っ い て 検討を 加 え る。

2．先行研究 の 問題点

　北朝鮮 で の 頭 音法 則 廃 棄 は、『朝 鮮 語 新 綴字法』（1948

年 1月 15H ） か ら始 ま っ た と韓 国 で の 先 行研究 は 見 な

して い る。しか し、未だ 考察 され るべ き問題が 残 さ れ

て い る。そ れ は、『朝 鮮 語 新綴字法』 が 国家的承 認 を

受 けず 確固た る 社会的統制力 を 有 して い な か った 点、

r朝鮮 語 新綴字法』 発表 以 前に も頭音法則 を 廃棄 し た

表記 が散 見 され る と い う 点で あ る。また 、頭 音法 則 廃

棄 の 政 策提 言 を 行な っ た 金寿卿 の 「労 働新聞 」 掲載論

文 「朝鮮語学会 『ハ ン グ ル 綴字法 統
一．．・
案．1 の 中で 改 正

すべ き幾っ か の 点
一

そ の 1。漢字語表 記 に お け る頭 音

n お よ び r に っ い て
一

」 （1947年 6月。以 ド、1金 寿 卿

論文 」 と 称 す ） が 全 く検 討 に 付 さ れ て お ら ず、更 に、

頭 音法 則廃 棄 を表 記 面 と 発 音 面 に 分 け て 論 じな い こ と

に よ る議 論 の 不 充 分性 も指 摘 す る こ と が で きる．

3 ．「朝鮮語新綴字法』発表以 前の 状況

　 『朝 鮮 語 新 綴 字 法 』 発 表 以 前 に も、頭 音法 則 を 廃棄

した 表 記 例 が 散 見 され る。た と え ば、1北 朝 鮮 労 働 党．

の 結 党 当時 （1946年 7月29凵〕 か ら、「労 働 党 」 は 「ノ

ド ン ダ ン ーで は な く 1
一
ロ ドン ダ ン 」 と ハ ン グ ル 表 記 さ

れ て い た。崔 ジ ョ ン フ ・朴 宰 秀 は こ の 串．実 に 立 脚 し、

「頭 音 r、Il を本 音 通 りに す べ て の 位 置 で 表 記 す る よ う

に した の は、既 に 主 体 35 （1946） 年 に 朝 鮮 労 働 党 が 創

建 され た 時 期 か らだ」 〔r上 体 的 言 語 理 論 研 究．1、社 会

科 学 院 出版 仕、1999年、平 壌 〕 と 言 う が、こ れ も肯 首

しが た い 主 張 で あ る。なぜ な ら、それ 以前 に 出 さ れ た

『労 働 者新 聞』 臭北 朝 鮮 職 業総 同 盟機 関紙、1947年 4 月

20日付
．
） は、

一
労 働 名 」 を 「ロ ドン ジ ャ ーと ハ ン グ ル

表 記 して お り、朝 鮮 共 産 党 北 朝 鮮 分局 の ビラ 「三 八 を

記 念 して 朝 鮮 女 性 に 告 ぐ　 （1946年 3 月 8 日）で も 「ニ

ョ ソ ン （女性 ）、ロ ド ン （労 働 ）、リ イ ク （利 益 ）　 と

い うハ ン グ ル 表 記 を行 な ⊃ て い るか らで あ る。

　 金 寿 卿 論 文 は、当時 既 に 断 片 的 に 行 なわ れ て い た 頭

音法 則 廃 棄 の 理 論 的 正 当性 を 主張 し、全面 的政 策 展 開

を 促 す もの だ っ た．そ して 、こ の 主 張 は 「朝 鮮 語 新綴
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字法』 に 盛 り込 まれ て お り、金 寿卿論文は 頭音法 則 廃

棄 の 歴史に お い て 決定的役 割を 果た した と評 価 され る。

北朝鮮 に お ける 頭音法 則 の 隆棄は 、『朝鮮 語 新綴字 法』

（1948年 1 月 15凵 ）発表 を 経て 加 速 化 して い 一）た こ と

だ けは 舎み よ う もな い 事実で あ る、

4 ．頭音法則廃 棄 に おけ る表記 面 と発音面

　金寿卿 論文 は
一
頭 音 の n 音、r 音 は 必 ず そ の よ う に

表記 しな けれ ば な らず、発音 しな け れ ば な ら ない 　 と

主 張 した が 、発音 で き な い 人 は 発 音 しな くて も よ く、

当 分 の 間 は頭 音 法 則通 りに 発 音す る規 定 を 制 定 す る と

も 盲
．って い る n また、『朝 鮮 語 新 綴 字 法 』 （1948年 ） も、

漢 字 語 は 語 頭 に お い て もそ の 原 音 通 り n、r を ハ ン グ

ル 表 記 す る と しか 定 め て い な い。そ の 後、規 範文 法 と

して 編 纂 され た 『朝 鮮 語 文法 』 〔朝 鮮 語 文 研究 会、1949

年 ） で は、従 来 通 り頭 音法 則 が働 い た 形 で の 発音 を 規

範 と して い る。

　『車月魚羊語 綴 字f去』 〔1954年） も、
一
ど の 位 置で も本音

通 りに 書 き、発音 もそ の よ う に す る こ と を 原則 的 方向

とみ な す 亅 と 規定 して い る が 、こ れも本音通 り の 発 音

を 義 務 付け る も の で は な か った 、、こ の こ と は 、『朝 鮮

語 綴 字 法 解 説 　教 員 用 』（1958年、平壌 ）に お い て 、
一
「里

人民 委 員会 1、「里 党 」、
一
労 働党 」 の よ う に あ る程 度発

音 が 上
’f’くで き 髷 畠は 問 題が 無 い と して も、発音 が 上

手 くで き ない 語 で は 無理 に 発音 す る 必 要 は な い と 考 え

る」 〔35良 ） と 説明 して い る こ と か ら も 明 ら か で ある。

　更 に、朝 鮮 語 啓 蒙雑 誌 『マ ル グ ァ 　 ク ル 』 〔1961年

2号、科 学 院 出版 社 ） に 掲 載 され た 「標 準 発音 法 と そ

の 規 範 に 違 反 す る原 因 巨 リ　 セ ヨ ン 著 ） と い う文 は、

「文字 で 書 い た 通 りに 発 音 しよ う とす る傾 向 が あ る。

（中略 ） 文字 を 初 め て 学 ぶ 人 は一
字
一一

字 を 拾 い 読み す

る た め に、や や もす れ ば 発 音 を 誤 ま る一と して 、「労

働」 （表 記 は ro
− dong） や 1料 埋 」 （表 記 は ljo

− ri）を

［∠ ド ン ］、「旦 リ1 と 読 まず 、「Fiドン ］、［リ ョ リ］ と

読 ま れ る現 実 を、誤 ま りだ と指 摘 して い る。そ して、

「我 々 は 文字 と 発音 の 違 い を し．t、か り と把 握 して 、文

字 を読 む と きや 話 を す る時 に 標 準 発 音法 に 違 反 しな い

よ うに 注 意 しなけ れ ば な ら な い 」 と主 張 して い る が、
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こ の 「標準発音法 1 と は 頭 音 法則 に 即 した もの で あ る n

こ の よ う に 、漢字語 頭 音 を 表記 通 り に 発音 す る の は、

spelling 　 pronunciation の 誤謬だ と 明確 に 指摘 して い る

点は 注 目 さ れ る と こ ろ で あ る。

　北朝鮮に お い て 漢字語 頭音を 表記通 り に 発音す る こ

と が 義務付け ら れた の は、『朝鮮語 規範集」 〔1966年 6

月 ）か ら で ある 。「 1朝鮮語 規範集」解説』 〔1971年）は、

「単語の 語頭 の r を そ の 通 り 発音す る 新 た な 発音現象

が 発 展 す る こ と と なった 」 と し、「単語 の 語頭 に 来る

r は、後 ろ に 如 何 な る 母音 が 来 よ う と も 全て r で 発音

す る こ と を 原 則 と見 な した 　（n に っ い て も 同 様 ） と

書 い て い る。

　金 凵成 は
厂
朝 鮮 語 の 民 族的 特 性 を生 か して い く こ と

に つ い て 1 （1966年 5月 14日） と い う教 示 で 、ソ ウ ル

こ とば を基 準 と した従 来 の 「標 準 語一概 念 か ら 完 全 に

離 脱 し、「平 壌 こ と ば」 を 基 準 とす る　 文 化 語 」 の 造

成 を指 示 した、ま た、こ の 教 示 で 承 認 を与 え られ た 『朝

鮮 語 規 範 集』 〔1966年．6月 ） を も と に 、頭 音 法 則 廃 棄

が 発音 面で も推 進 され て い った 。こ の よ う な 意味 で 、

従 来 の 「標 準語一概念か ら の離脱宣 言を 経た 1文化語」

造成 政 策 は、漢 字 語の 頭 音法 則 撤 廃を 発音面 に お い て

も推 進 して い く弾 み と して 作用 した。

5．結語

　 『朝 鮮 語 新 綴字 法 』 （1948年）の 発表 に よ って 頭 音法

則 が 廃棄さ れ た と す る t 張は 、誤 ま っ て い る と は 言 え

な い まで も 再検 討 され る必 要が あ る。なぜ な ら、『朝

鮮 語 新 綴 字 法 1 以 前 に も、漢字語 頭 音 n 、r を本音 の

ま ま 表 記す る例 が 見 られ た か らで あ り、そ の
一

方で 表

言己ユ重りび）発音 ｝ま、　r卓月魚羊言吾規 範集』　（1966臼二．）　P二お し丶
『C

初 め て 義務付 け られ た か らで もあ る。また、頭 音法 則

の 廃棄に お い て 金寿 卿 論 文 が 果 た した 政 策的 役 割 にっ

い て も 今後更 に 検討 が 加 え られ なけ れ ば な ら な い 。

　北朝鮮 に お け る頭 音 法則 廃 棄 政 策は、従 来、韓 国社

会で は ひ た す ら 否定的 に 評価 され て きた一しか し近 年、

南北間 に お け る 朝鮮語規範の 統
・
を 図 る こ と を念頭 に

置き な が ら、こ れ を 肯定的 に 評価す る 見解が 韓 国で 見

ら れ る よ うに な っ た。

　 た と え ば、高永根氏 （『統
一

時代 の 語 文問題』、ソ ウ

ル、1994．年）や 金 河 秀氏 （「南北朝鮮の 言 語問題」 「言

語 帝 国 E義 とは 何か 』 所収、東京、2000年） は、表記

だ け は 北 朝鮮 方式 を認 め て よ い と 茜う。っ ま り、「李

を 南 北 と も
“
ri
”

と ハ ン グ ル 表 記 し、韓 国 で は 1．イ」、

北 朝 鮮 で は ［リ1 と 発 音す る 方式で ある。そ して 、延

辺 朝鮮族が 漢字語 頭音 を原音 通 り表記 しっ っ 、頭 音法

則に 即 した 伝統的 な発音 を 尊重 して い る点 は、今後南

北間 で 頭音法則 問 題 を解決 して い く上 で 良き 参考例 に

な る だ ろ う と 見て い る、t

　 80年代後半期 の 民 主 化 を 契機 に、韓国 で は 北朝鮮 研

究の 自由化が 進展 し て い る。そ して、昨 今の 南北 対話

の 進 展 と あ い ま ． て 、朝鮮 語 の 南北 統
・
的 規 範 確 立 へ

の 展 望 は 急 速 に 可 視 化 して き た よ う に 思 わ れ る。
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